
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
化 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

          
 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

経

済

産

業

省

・

中

小

企

業

庁
は
、
こ
の
ほ
ど
『
二
〇
二
二

年
版
中
小
企
業
白
書
・
小
規
模

企
業
白
書
』
を
ま
と
め
発
表
し

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
概

要
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

１
．
二
〇
二
二 

年
版
中
小

企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書

の
特
色  

二
〇
二
二 

年
版
白
書
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
「
感
染
症
」
と
い
う
。
）

の
流
行
や 

原
油
・
原
材
料
価

格
の
高
騰
等
の
外
部
環
境
に
直

面
す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
動
向
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
自

己
変
革
に
向
け
て
、
新
た
な
挑

戦
を
行
う
た
め
に 

必
要
な
取

組
に
つ
い
て
、
企
業
事
例
を
交

え
な
が
ら
分
析
を
行
っ
て
い
る
。 

２
．
二
〇
二
二 

年
版
中
小

企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書 

 

       

の
ポ
イ
ン
ト 

（
総
論
） 

■

中

小

企

業

・

小

規

模

事

業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は 

二
年
に
及
ぶ
感
染
症
の
流
行
や

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
、

部
材
調
達
難
、
人
材
不
足
と
い

っ
た
供
給
面
の
制
約
も
あ
る
中

で
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。 

（

中

小

企

業

に

お

け

る

足

下
の
感
染
症
へ
の
対
応
） 

  
 

 

■

足

下

の

事

業

継

続

と

そ

の
後
の
成
長
に
つ
な
げ
る
方
法

の
一
つ
と
し
て
、
事
業
再
構
築

が
重 
要
。
売
上
面
へ
の
効
果

や
既
存
事
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効

果
を
実
感
す
る
企
業
も
存
在
。 

（
企
業
の
成
長
を
促
す
経
営
力

と
組
織
）  

■

中

小

企

業

の

成

長

を

促

す
た
め
の
取
組
と
し
て
、
ブ
ラ

ン
ド
構
築
や
人
的
資
本
へ
の
投

資
を
始
め
と
す
る
無
形
資
産
投

資
に
今
回
着
目
。  

■

ブ

ラ

ン

ド

構

築

に

つ

い

て
、
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
の

明
確
化
や
従
業
員
へ
の
浸
透
な

ど
を
行
う 

こ
と
も
必
要
。  

■

人

的

資

本

へ

の

投

資

に

つ
い
て
、
経
営
者
が
積
極
的
に

計
画
的
な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
Ｏ
Ｆ
Ｆ-

Ｊ
Ｔ 

を
実 

施
し
、
従
業
員
の

能
力
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
。  

（

小

規

模

事

業

者

に

お

け

る
事
業
見
直
し
・
地
域
課
題
の

解
決
）  

■

小

規

模

事

業

者

は

、

積

極
的
に
事
業
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
事
業
見
直
し
時

に 

様
々
な
課
題
に
も
直
面
。

こ
う
し
た
中
で
、
事
業
見
直
し

に
お
け
る
支
援
機
関
の
役
割
は

重
要
。  

■

地

域

課

題

の

解

決

に

向

け
て
、
他
の
事
業
者
と
の
協
業

を
行
う
小
規
模
事
業
者
は
、
支 

援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
が
重

要
。  

（

共

通

基

盤

と

し

て

の

取

引
適
正
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
、
経

営
力
再
構
築
伴
走
支
援
） 

■

コ

ス

ト

変

動

へ

の

対

応

だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業
に
お

け
る
賃
上
げ
と
い
っ
た
分
配
の

原
資
を
確
保
す
る
上
で
も
、
取

引

適

正

化

は

重

要

。

価

格

転 

嫁
に
向
け
て
は
、
販
売
先
と
の

交
渉
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
重

要
。  

■

デ

ジ

タ

ル

化

の

進

展

に

取
り
組
み
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
確
立
に
つ
な
が
る
段

階
へ
の
到
達
を
目
指
す
こ
と
が

重
要
。  

■

経

営

者

自

ら

が

自

己

変

革
を
進
め
る
た
め
に
は
、
支
援

機
関
と
の
対
話
を
通
じ
て
経
営

課
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
。

そ
の
た
め
に
も
、
第
三
者
で
あ

る
支
援
者
・
支
援
機
関
が
、
経

営
者
等
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

対
話
を
重
視
し
た
伴
走
支
援
を

行
う
こ
と
が
有
効
。 

■

消

費

者

の

意

識

変

化

と

小
規
模
事
業
者
の
底
力 

感

染

症

流

行

に

よ

る

消

費

者
の
意
識
・
行
動
の
変
化
に
着

目
し
、
新
た
な
需
要
を
獲
得
す

る
小
規
模
事
業
者
も
存
在
。 

地

域

と

の

つ

な

が

り

や

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
は
小
規
模
事

業
者
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
。 

感

染

症

流

行

下

の

支

援

を

通
じ
て
、
商
工
会
・
商
工
会
議

所
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。 

 
 経

済
産
業
省
ホ
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ム
ペ
ー
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二
〇
二
二
年
版
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
白
書 

 

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
支
援
機
関
の 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
重
要
に 

https://www.meti.go.jp/
https://www.meti.go.jp/
http://www.label-tokyo.com/
mailto:tlpa_1966@ka2.so-net.ne.jp


 

 
 

              

日
本
印
刷
産
業
連
合
会
・
グ

リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定

事
務
局
で
は
、
２
０
２
５
年
に

日
本
で
開
催
さ
れ
る
大
阪
・
関

西
万
博
を
通
じ
て
、
Ｇ
Ｐ
認
定

制
度
を
日
本
中
に
広
め
た
い
と

し
て
い
ま
す
。 

Ｇ

Ｐ

認

定

工

場

と

Ｇ

Ｐ

マ

ー
ク
が
表
示
さ
れ
た
印
刷
製
品

の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
廃
棄
物
の
適
正
管

理
・
排
出
抑
制
、
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
、
環
境
汚
染
物
質
の
削
減
、

化
学
物
質
の
適
正
管
理
な
ど
を

推
進
し
、
大
阪
・
関
西
万
博
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。 

大

阪

・

関

西

万

博

「T
E

A
M

 
E

X
P

O
 

2
0

2
5

」

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
万
博
の
テ
ー

マ
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の

デ
ザ
イ
ン
」
の
実
現
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る
た
め
、

多
様
な
人
た
ち
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
多
彩
な
活
動
で
大
阪
・
関

西
万
博
と
そ
の
先
の
未
来
に
挑

む
、
み
ん
な
が
つ
く
る
参
加
型 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

こ
の
た
び
、
『
す
べ
て
の
印

刷
物
を
“
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ
”
に 
』
と
い
う
チ
ー

ム
名
で
共
創
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
登 

登
録
し
ま
し
た
。 

印

刷

製

品

の

製

造

で

も

紙

、

イ
ン
キ
等
の
資
材
を
使
用
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
化
学
物
質
を
使

用
し
、
環
境
負
荷
が
生
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
負
荷

を

減

ら

し

、

地

球

規

模

で

の

様
々
な
課
題
を
解
決
し
、
持
続

可
能
な
未
来
を
構
築
し
よ
う
と

す
る
の
が
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
。 

そ

の

よ

う

な

意

識

か

ら

こ

の
共
創
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
万

博
に
参
加
す
る
企
業
や
人
々
を

は
じ
め
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

に
対
し
「
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
地
球
環
境
問
題
の
解

決
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
・ 

具

体

的

な

協

同

活

動

案

な

ど
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
是
非
、

Ｇ
Ｐ
認
定
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。 

共

創

チ

ャ

レ

ン

ジ

の

ホ

ー

ム
ペ
ー
ジ
は
左
記
の
通
り
。 

h
t
t
p

s
;t

e
a

m
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x
p

o
2

0
2
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h
a
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n

g
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全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(
田
中
祐
会
長)

主

催
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」

の
第
一
回
目
が
八
月
二
十
四
日

(

水)

に
開
催
さ
れ
、
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め
て
九
〇

人
近
く
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
サ
ス
テ
イ
ブ
ル
・
デ

ザ

イ

ン

社

長

の

西

原

弘

氏

が

「
中
小
企
業
に
と
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
で
生
ま
れ

る
リ
ス
ク
、
取
組
む
こ
と
で
生

ま
れ
る
機
会
」
、
リ
ン
テ
ッ
ク

の

野

口

洋

平

グ

ル

ー

プ

長

が

「
印
刷
情
報
材
業
界
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
事
例
」
、

久
保
井
イ
ン
キ
社
長
の
久
保
井

伸
輔
氏
が
「
イ
ン
キ
業
界
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
事

例
」
、
フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版
社

長
の
木
原
一
裕
氏
が
「
製
版
業

界
に
於
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
事
例
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
説
明
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
運
営
側

の
不
手
際
で
、
音
声
や
画
像
が

う
ま
く
視
聴
で
き
な
い
と
い
う

ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、

九
月
二
十
七
日
と
十
月
二
十
五

日
に
第
二
回
目
と
第
三
回
目
が

開
催
予
定
で
す
。 

 

                                 

2025 大阪・関西万博の  

日印産連・共創チャレンジに登録 

チーム名「すべての印刷物を 

グリーンプリンティングに」 

 
全日シール連合会  

第 1 回 SDGs セミナーを 

「経営 (営業 )に取り組む 

ためには」をテーマに 

9 月、１０月にも開催へ 

https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/588
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/588


一

般

社

団

法

人

日

本

印

刷

産
業
機
械
工
業
会
（
会
長
：
森

澤 
彰
彦
）
と
プ
リ
プ
レ
ス
＆

デ
ジ
タ
ル 

プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

機
材
協
議
会
（
会
長
：
辻 

重

紀
）
は
、
二
〇
二
二 

年 

十
一 

月 

二
十
四 

日
（
木
）
か
ら 

十

一 

月 

二
十
八 

日
（
月
）
ま
で

の 

五 

日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
「
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
二
〇
二
二

（
国
際
総
合
印
刷
テ
ク 

ノ
ロ

ジ
ー
＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
）
」

を
開
催
し
ま
す
。 

 

Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
二
〇
二
二 

は
、

前
回 

か
ら
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
特
に
今
回
は
、

リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
を
融
合

し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
展 

示
会

を
効
果
的
に
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
の
魅
力
を
国

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。 

最

新

印

刷

技

術

の

動

向

や

印
刷
及
び
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

関 

わ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

新
規
事
業
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
直

結
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
と
り
あ

げ
ま
す
。 

T
O

U
R

 

は
、
会
場

内
を
実
際
に
見
学
す
る
ツ
ア
ー

を
数
千
人
規
模
で
行
い
ま
す
。 

 
 

来
場
者
に
と 

っ
て
展
示
会

全
体
の
概
要
を
俯
瞰
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
ツ
ア
ー
コ
ー
ス

を
用
意
し
ま
す
。
出
展 

者
に

と
っ
て
は
、
自
社
の
製
品
、
技

術
、
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶

好
の
機 

会
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ

れ

に

加

え

、

T
H

E
M

E
 

Z
O

N
E

 

と
し
て
最
先
端
の
テ

ー
マ
や
従
来
と
は
異
な
る
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
出
展
者 

を
集
め
た

テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
と
一
つ
の
テ
ー

マ
で
複
数
の
出
展
者
が
共
同
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を 

行

う
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

等
を
設
け
ま
す
。 

■
名
称 

I
G

A
S

 

ア
イ
ガ
ス  

二
〇
二
二 

(

国
際
総
合
印
刷
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン

展

)
 

I
n

t
e

r
n

a
t
io

n
a

l 

G
r

a
p

h
ic

A
r

t
s

S
h

o
w

 2
0

2
2

  

■
開
催
趣
旨 

本
展
示
会
は
、

印
刷
・
製
本
・
紙
工
・
包
装
・

デ
ジ
タ
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
・

デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
関
連
の
最
新
機
材
・
技
術
・

サ
ー
ビ
ス
を
一
堂
に
会
し
た
国

際
総
合
印
刷
機
材
展
で
あ
る
。 

 

最

新

技

術

や

様

々

な

ソ

リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
と
と

も
に
印
刷
産
業
の
未
来
を
展
望 

で
き
る
場
と
す
る
。
ま
た
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
人
材
の
国
際
交
流
を

図
り
、
印
刷
産
業
お
よ
び
関
連

産 

業
の
活
性
化
と
興
隆
に
貢

献
す
る
。  

■
主
催 

一
般
社
団
法
人
日

本
印
刷
産
業
機
械
工
業
会 

プ

リ
プ
レ
ス
＆
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン

テ
ィ
ン
グ
機
材
協
議
会  

■
開
催
期
間 

二
〇
二
二 

年 

十
一 

月 

二
十
四 
日
（
木
）
～

十
一 

月 

二
十
八
日
（
月
）
ま

で 

五
日
間  

■
開
場
時
間 

十
時
～
十
七

時
（
初
日
の
み 

十
一
時
～
十

五
時
）  

■
入
場
料 

当
日
販
売 

二
千 

円
、
事
前
登
録
の
場
合
は
無
料  

 
 

■
会
場 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト 

東
展
示
棟
（
り
ん
か
い
線 

「

国

際

展

示

場

」

駅

下

車  

徒
歩
約
七
分 

 

ゆ
り
か
も
め 

「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
駅
」
下

車 

徒
歩
約
三
分
） 

 

年
次
大
会
も
併
催
へ 

三
年
ぶ
り
の
開
催
に
期
待
が 

  

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主
催

の
第
六
十
四
回
年
次
大
会
・
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｓ
大
会
は
、
十
一
月
二
十

五
日(

金)

に
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ

イ
ト
ホ
ー
ル
Ａ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 

こ
こ
二
年
間
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
開
催
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
開
催
さ
れ
れ
ば

三
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
り
、
Ｉ

Ｇ
Ａ
Ｓ
開
催
中
の
大
会
と
な
る

た
め
、
多
く
の
参
加
者
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
式
典
で
第
三
十
二
回

シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
と
組
合
功
労
者
、
優
良
従

業
員
の
表
彰
式
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
式
典
終
了
後
は
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
す
で
に
送
付
の
申
込

書
に
記
入
の
上
、
組
合
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

                           

 

 

 

  

 



 
 

    

こ
こ
最
近
、
「
健
康
経
営
」

と
い
う
言
葉
を
目
や
耳
に
す
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
「
健
康
経
営
」
と
は
、
企

業
の
持
続
的
な
成
長
を
図
る
た

め
の
経
営
戦
略
の
ひ
と
つ
で
す
。 

従

業

員

の

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス
等
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
従
業
員
の
業
務

効
率
の
改
善
を
推
進
し
、
そ
れ

に
よ
り
企
業
の
生
産
性
を
高
め

て

い

く

と

い

う

経

営

手

法

を

「
健
康
経
営
」
と
い
い
ま
す
。 

か

つ

て

は

、

健

康

管

理

は

個
人
の
責
任
と
捉
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
従
業
員
が
心
身
と

も
に
健
康
的
に
働
け
る
よ
う
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
企
業

の
責
任
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ

の

よ

う

な

考

え

の

背

景

は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
企
業

の
取
り
組
み
に
あ
り
ま
す
。
公

的
医
療
保
険
制
度
が
な
い
ア
メ

リ
カ
で
は
、
企
業
は
社
員
の
医

療
費
が
高
騰
し
、
そ
の
負
担
に

よ
り
収
益
が
圧
迫
さ
れ
、
経
営

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
事
態

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

    

ア

メ

リ

カ

の

経

営

心

理

学

者
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
氏
は
、

「
健
康
な
従
業
員
こ
そ
が
収
益

性
の
高
い
会
社
を
作
る
」
と
い 

う
「
ヘ
ル
シ
ー
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」

と
い
う
思
想
を
提
唱
し
、
こ
の

こ
と
に
よ
り
従
業
員
の
健
康
や

働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
生
産
性
が
向
上
し
、

業
績
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
方
が
世
界
中
に
広
が
り

ま
し
た
。 

日

本

に

お

け

る

健

康

経

営

に
つ
い
て
は
、
企
業
に
よ
る
経

営
と
従
業
員
の
健
康
管
理
の
両

立
を
目
指
し
、
経
済
産
業
省
が

推
進
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経

営
研
究
会
が
普
及
に
向
け
た
啓

発
活
動
を
行
い
、
多
く
の
企
業

に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

健

康

経

営

に

よ

り

従

業

員

に
と
っ
て
は
心
身
と
も
に
健
や

か
に
な
る
、
生
き
生
き
と
働
け

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
健
康
経
営
に
取
り
組
む

こ
と
で
企
業
に
も
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

生
産
性
の
向
上 

従
業
員
が
心
身
と
も
に
健 

    康
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
し
、
業
務
の

効
率
化
が
図
ら
れ
、
生
産
性
の

向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。 

職

場

環

境

の

改

善

や

健

康

増
進
に
よ
り
、
従
業
員
一
人
一

人
の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
高
ま
り
、
職
場
全
体
の
活

性
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。 

従
業
員
の
欠
勤
・
休
職
・
離
職

率
の
低
下 

従

業

員

に

と

っ

て

働

き

や

す
い
環
境
は
、
身
体
や
精
神
の

不
調
を
予
防
し
、
健
康
上
の
理

由
に
よ
る
欠
勤
・
休
職
・
退
職

を
縮
小
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
企
業
が
健
康

に
配
慮
す
る
こ
と
で
、
従
業
員

の
企
業
へ
の
貢
献
意
識
を
高
め
、

職
場
の
満
足
度
が
向
上
し
や
す

く
、
離
職
率
の
改
善
に
も
繋
が

り
ま
す
。 

企
業
価
値
・
イ
メ
ー
ジ
の
向
上 

健
康
経
営
を
実
現
し
そ
の
取

り
組
み
を
発
信
す
る
こ
と
で
従

業
員
を
大
切
に
し
て
い
る
働
き

や
す
い
企
業
と
認
知
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
経
済
産
業
省
に
よ
る

「
健
康
経
営
銘
柄
」
や
「
健
康 

    

経
営
優
良
法
人
」
に
選
出
さ
れ 

る
こ
と
で
、
企
業
価
値
や
イ
メ

ー
ジ
が
向
上
し
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
優
秀
な
人
材
も
集
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。 

医
療
費
の
削
減 

企

業

が

健

康

経

営

を

導

入

し
従
業
員
が
健
康
に
な
れ
ば
、

医
療
機
関
へ
の
受
診
率
が
下
が

り
ま
す
。
従
業
員
の
医
療
費
は

一
部
を
企
業
が
負
担
し
て
い
る

た
め
、
従
業
員
の
通
院
回
数
が

減
少
す
れ
ば
、
企
業
の
医
療
コ

ス
ト
を
軽
減
す
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。
中
小
企
業
等
を
対
象

と
す
る
健
康
経
営
を
推
進
す
る

た
め
の
制
度
が
「
健
康
経
営
優

良
法
人
認
定
制
度
」
で
す
。 

認

定

部

門

は

、

企

業

規

模

毎
で
分
か
れ
て
お
り
、
大
企
業

を
対
象
と
し
た
「
大
規
模
法
人

部
門
」
と
中
小
規
模
の
法
人
を

対
象
と
し
た
「
中
小
規
模
法
人

部
門
」
の
２
部
門
が
あ
り
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
当
組
合
の
シ
ー
レ

ッ
ク
ス
も
経
営
方
針
の
柱
の
一

つ
と
し
て
「
健
康
経
営
」
を
掲

げ
て
お
り
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

      

 

                       

 

ご
存
知
で
す
か
？ 

い
ま
日
本
で
も
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
「
企
業
の
健
康
経
営
」
と
は 



      

第
四
章 

利
己
的
な
微
生
物 

 

だ

れ

だ

っ

て

自

分

の

免

疫

系
を
浴
す
る
方
法
を
知
り
た
い
。

免
疫
系
と
健
康
で
活
発
な
も
の

に
す
る
為
に
何
が
必
要
な
の
か
。

社
会
は
緊
密
な
集
団
生
活
で
成

り
立
ち
、
病
原
体
を
拾
い
や
す

く
な
っ
て
い
る
。 

ヒ

ト

が

集

団

生

活

を

重

ん

じ
る
ほ
ど
微
生
物
は
拡
散
し
や

す
い
。
野
生
動
物
に
は
伝
染
病

で
苦
し
む
こ
と
は
な
い
。
免
疫

系
が
優
秀
だ
か
ら
で
は
な
く
、

病
気
を
流
行
さ
せ
る
二
種
の
接

触
機
会
が
な
い
か
ら
だ
。
今
困

っ
て
い
る
の
は
免
疫
系
が
不
活

発
な
こ
と
よ
り
活
発
す
ぎ
る
こ

と
が
問
題
だ
。 

喘

息

に

十

人

に

一

人

の

子

ど
も
が
苦
し
む
。
空
気
中
に
漂

う

無

害

な

粒

子(

花

粉)

に

四

〇
％
の
子
ど
も
と
三
〇
％
の
大

人
が
拒
絶
反
応
を
起
こ
し
て
い

る
。
何
か
が
お
か
し
い
。
産
業

化
、
西
洋
化
さ
れ
て
い
な
い
そ

の
辺
地
に
ア
レ
ル
ギ
ー
問
題
は 

    

 

存
在
し
な
い
。 

花

粉

症

に

な

り

や

す

い

の

は
圧
倒
的
に
一
人
っ
子
、
兄
弟

の
数
が
多
い
ほ
ど
花
粉
症
に
な

り
に
く
い
。
も
う
一
つ
生
ま
れ

る
順
番
で
弟
や
妹
が
い
る
子
よ

り
も
兄
や
姉
が
い
る
こ
の
方
が

な
り
に
く
い
。 

脳

の

シ

ナ

プ

ス

も

記

憶

と

忘
却
の
完
璧
な
バ
ラ
ン
ス
を
形

成
す
る
に
は
不
安
に
な
っ
た
神

経
細
胞
の
接
合
部
を
確
認
す
る

こ
の
作
業
を
担
当
す
る
の
は
免

疫
系
の
食
細
胞
だ
。
癌
化
す
る

危
険
の
あ
る
細
胞
も
排
除
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
コ
ピ
ー
さ
れ
る
と
き
生
じ
る

エ
ラ
ー
は
そ
の
細
胞
の
不
死
性

つ
ま
り
癌
性
を
与
え
う
る
。
こ

う
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
体
内
を
巡
回
し
て
エ
ラ
ー
の

兆
候
を
探
し
て
い
る
の
は
免
疫

系
の
細
胞
だ
。 

非

自

己

の

物

質

を

一

部

受

け
入
れ
、
自
己
の
分
子
の
一
部

受
け
入
れ
、
自
己
の
分
子
の
一

部
を
攻
撃
す
る
の
は
非
自
己
の

病
原
体
を
破
壊
す
る
の
と
同
じ

く
ら
い
重
要
な
こ
と
な
の
で
あ

る
。
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ
は

明
ら
か
に
非
自
己
だ
。
マ
イ
ク

ロ
バ
イ
オ
ー
タ
は
み
な
侵
入
者

だ
が
、
長
い
間
入
り
込
ん
で
い

て
宿
主
に
利
益
ま
で
も
た
ら
し

て
い
る
た
め
、
免
疫
系
は
受
け

入
れ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。 

マ

イ

ク

ロ

バ

イ

オ

ー

タ

が

喜
ぶ
よ
う
な
食
事
の
摂
り
方
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
心
と
体

の
健
康
は
微
生
物
の
宿
主
と
し

て
の
私
の
価
値
を
測
る
指
標
だ

と
思
う
こ
と
に
し
た
。 

微

生

物

は

私

を

支

え

る

共

同
体
で
そ
れ
を
維
持
す
る
の
は

私
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
微

生
物
の
た
め
で
も
あ
る
。
動
物

は
細
菌
な
し
に
は
誕
生
し
な
い
。

自
分
よ
り
大
き
な
細
胞
に
の
み

こ
ま
れ
た
細
菌
は
、
宿
主
に
と

っ
て
有
益
な
存
在
と
な
っ
た
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
あ
る
。
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
は
細
胞
の
発
電
所

に
あ
た
る
小
器
官
で
細
胞
故
宮

を
通
し
て
食
物
分
子
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
る
。
こ
う
し
た
元

細
菌
は
初
期
の
動
物
界
の
多
細

胞
生
物
の
土
台
と
な
り
必
須
要

素
に
な
っ
た
。
も
は
や
細
菌
と

は
呼
べ
な
い
存
在
だ
。 

宿

主

の

生

物

種

と

そ

の

微

生
物
が
一
組
に
な
っ
て
進
化
し

て
き
た
。
宿
主
動
物
の
遺
伝
子

だ
け
で
な
く
微
生
物
の
遺
伝
子

も
同
じ
に
選
ば
れ
て
い
る
。
宿

主
の
ゲ
ノ
ム
と
マ
イ
ク
ロ
バ
イ

オ
ー
タ
が
一
体
と
な
っ
て
選
ば

れ
る
「
ホ
ロ
ゲ
ノ
ム
選
択
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。 

ヒ

ト

の

免

疫

系

も

単

純

で

進
化
し
た
の
で
は
な
い
。
免
疫

系
の
発
育
に
必
要
な
の
は
衛
生

的
環
境
の
お
か
げ
で
消
え
て
し

ま
っ
た
感
染
症
よ
り
古
く
か
ら

友
好
関
係
を
築
い
て
き
た
微
生

物
た
ち
に
よ
る
正
常
な
コ
ロ
ニ

ー
形
成
だ
。 

ヒ

ト

と

マ

イ

ク

ロ

バ

イ

オ

ー
タ
の
長
い
共
進
化
の
歴
史
は

ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
最
善
の
利

益
と
な
る
よ
う
免
疫
系
の
バ
ラ

ン
ス
を
微
調
整
し
て
い
る
。 

二

十

一

世

紀

の

表

面

化

で

生
じ
て
い
る
炎
症
、
免
疫
系
は

感
染
症
の
脅
威
が
消
え
た
お
か

げ
で
、
一
休
み
出
来
る
ど
こ
ろ

か
、
か
つ
て
な
く
忙
し
く
な
っ

て
い
る
。
本
当
に
免
疫
力
を
高

め
た
い
と
思
う
な
ら
、
高
価
な

イ
チ
ゴ
や
特
性
ジ
ュ
ー
ス
を
頼

る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
に
於

い
て
あ
な
た
の
マ
イ
ク
ロ
バ
イ

オ
ー
タ
を
優
先
す
れ
ば
後
は
勝

手
に
つ
い
て
く
る
。 

        

 

           

             

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

(

８) 

 
 

「
免
疫
系
が
活
発
す
ぎ
る
こ
と
が
問
題
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 



   

 

リ
ン
テ
ッ
ク(

東
京
都
文
京

区
小
石
川
一
の
一
の
一)

は
、
ラ

ベ
ル
の
高
速
印
字
・
貼
付
が
可

能

な

ラ

ベ

リ

ン

グ

マ

シ

ン

を

「
Ｌ—

Ｖ
Ｉ
Ｓ
（
エ
ル
ビ
ス
）

Ⅱ

」
ブ
ラ
ン
ド
で
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
電
動
モ
ー

タ
ー
駆
動
の
新
機
種
を
開
発
し
、

「L
-
V

IS
 II E

L

」
と
し
て
九
月

十
三
日
か
ら
受
注
を
開
始
し
ま

し
た
。 

一
般
的
に

ラ
ベ
リ
ン

グ
マ
シ
ン

は
、
圧
縮

し
た
エ
ア

（
空
気
）

を
使
用
し

て
商
品
や

搬
送
物
に 

ラ
ベ
ル
を 

貼
付
す
る

た
め
コ
ン

プ
レ
ッ
サ

ー
と
呼
ば

れ
る
空
気 

 

  
 

 
 

 

   

圧
縮
機
が
必
要
と
な
り
、
設
置

場
所
の
制
約
や
電
力
消
費
量
な

ど
の
点
で
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ

の

た

び

同

社

が

開

発

し

た

「L
-
V

IS
 II E

L

」
は
電
動
モ
ー

タ
ー
駆
動
に
よ
る
ラ
ベ
ル
貼
付

を
行
う
た
め
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
の
設
置
が
困
難
な
小
規
模
ス

ペ
ー
ス
な
ど
に
お
い
て
も
ラ
ベ

ル
の
自
動
貼
付
環
境
を
構
築
す

る
こ
と
が
で
き
、
ト
ー
タ
ル
で

の
電
力
消
費
量
の
削
減
に
も
貢

献
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

新
開
発
し
た
「L
-V

I
S

 
I

I
 

E
L

」
は
、
圧
縮
エ
ア
を
必
要

と
し
な
い
電
動
モ
ー
タ
ー
駆
動

の
各
種
包
装
機
器
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
ラ
ベ
ル
の
発
行
や
梱

包
・
出
荷
業
務
の
電
動
化
に
加

え
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
設
置

が
不
要
と
な
り
ま
す
。 

従
来
の
「L

-V
I

S
 

I
I

」
と

同
様
、
貼
付
方
式
と
し
て
圧
着

方
式
を
標
準
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
ほ
か
、
商
品
な
ど
を
搬

送
し
な
が
ら
貼
付
す
る
の
に
適 

    

   

し
た
ロ
ー
ラ
ー
プ
レ
ス
方
式
も

オ
プ
シ
ョ
ン
で
対
応
。
縦
長
の

ラ
ベ
ル
の
貼
付
と
い
っ
た
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
も
可
能
で
す
。 

世

界

各

国

で

豊

富

な

納

入

実
績
を
誇
る
米
国
・
ゼ
ブ
ラ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社
製
の
バ
ー
コ

ー
ド
プ
リ
ン
タ
を
搭
載
し
て
お

り
、
安
定
し
た
印
字
品
質
を
保

つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
高
速
印

字
も
実
現
し
ま
す
。
操
作
性
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
面
で
も
従

来
機
種
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
し

て
お
り
、
作
業
者
に
配
慮
し
た

装
置
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
他
に
も
作
業
効
率
に
差 

              

   を
つ
け
る
大
巻
の
イ
ン
ク
リ
ボ

ン
を
装
着
可
能
で
、
交
換
頻
度

を
減
ら
し
て
作
業
効
率
を
向
上

さ
せ
る
大
巻
（6

0
0

m

）
の
イ

ン
ク
リ
ボ
ン
を
装
着
可
能
。
イ

ン
ク
リ
ボ
ン
送
り
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
独
自
の
テ
ン
シ
ョ
ン
機

構
に
よ
り
、
ロ
ー
ル
外
径
差
の

影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い
安
定
し

た
印
字
を
実
現
し
ま
す
。 

同
機
は
九
月
十
三
日
か
ら
九

月
十
六
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
国
際
物

流
総
合
展
二
〇
二
二
」
に
出
展

し
注
目
を
集
め
ま
し
た
。 

               

                                

 

 

第
一
九
二
回

「
リ 

ン 

テ 

ッ 

ク
」 

 
 

 


